
　
岩
崎
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン

よ
り
、
九
州
運
輸
局
に
提
出

さ
れ
た
赤
字
バ
ス
路
線
廃
止

届
け
に
よ
り
、
バ
ス
利
用
の

市
民
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ

す
と
い
う
こ
と
で
、
議
会
に

特
別
委
員
会
を
設
置
、
７
・

８
・
９
月
各
１
回
委
員
会
を

開
き
、
路
線
廃
止
の
現
状
と

対
策
を
検
討
し
ま
し
た
。
経

過
と
し
て
、
関
係
市
町
と
の

協
議
や
県
の
路
線
確
保
対
策

部
会
・
大
隅
地
域
バ
ス
対
策

協
議
会
路
線
確
保
対
策
部
会
、

あ
る
い
は
岩
崎
コ
ー
ポ
レ
ー

シ
ョ
ン
と
の
協
議
等
の
説
明

を
受
け
て
き
ま
し
た
。
そ
し

て
、
代
替
バ
ス
運
行
計
画
が
、

路
線
廃
止
に
と
も
な
う
４
系

統
　
便
、
高
校
な
ど
通
学
に

１４
と
も
な
う
７
系
統
９
便
の
計

　
便
が
出
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

２３

乗
合
タ
ク
シ
ー
事
業
に
つ
い

て
は
、
大
隅
町
地
区
に
　
路
１２

線
を
新
設
、
料
金
を
２
０
０

円
に
設
定
し
　
月
中
か
ら
の

１２

運
行
予
定
で
、
ま
た
末
吉
町

地
区
は
、
こ
れ
ま
で
の
路
線

を
継
続
し
、　
月
１
日
か
ら

１２

３
０
０
円
を
２
０
０
円
に
料

金
改
定
し
ま
す
。
一
部
路
線

延
長
と
南
之
郷
線
に
つ
い
て

は
、
平
成
　
年
４
月
１
日
か

１９

ら
代
替
バ
ス
を
乗
合
タ
ク

シ
ー
へ
の
移
行
予
定
で
あ
り

ま
す
。
財
部
町
地
区
に
お
い

て
の
ふ
れ
あ
い
バ
ス
は
、
平

成
　
年
４
月
１
日
か
ら
の
料

１９
金
徴
収
計
画
に
つ
い
て
、
こ

れ
ま
で
無
料
バ
ス
と
し
て
定

着
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
段

階
的
措
置
を
設
け
て
か
ら
全

市
統
一
化
を
計
る
べ
き
と
多

数
の
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス

計
画
に
対
し
て
の
意
見
や
乗

合
タ
ク
シ
ー
事
業
者
発
注
方

法
等
に
意
見
が
出
さ
れ
、
曽

於
市
交
通
対
策
事
業
の
導
入

に
つ
い
て
、
議
員
発
議
に
よ

り
決
議
と
し
て
以
下
の
意
見

が
出
さ
れ
、
決
議
さ
れ
ま
し

た
。

鹿児島交通の路線バス

１
、
乗
合
タ
ク
シ
ー
事
業
及
び
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
入

札
に
あ
た
っ
て
は
、
地
元
業
者
育
成
の
た
め
重
複
契
約

に
な
ら
な
い
よ
う
に
対
応
さ
れ
た
い
。

２
、
旧
財
部
町
の
ふ
れ
あ
い
バ
ス
は
、
１
年
間
は
料
金
を

特
別
経
過
措
置
と
し
て
１
０
０
円
、
２
年
目
か
ら
全
市

統
一
す
る
こ
と
。

３
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
運
行
・
料
金
等
を
含
め
、
再

検
討
す
べ
き
で
あ
る
。

衛
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鋭

益
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⑲　曽於市議会だより


